
二
月
二
六
日
あ
べ
の
・
楓
林
閣
で

『
日
中
春
の
つ
ど
い
』
が
、
六
〇
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
、
渡
辺
武
大
阪

府
連
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
、
春
の
つ

ど
い
を
開
会
し
ま
し
た
。

来
賓
の
駐
大
阪
総
領
事
館
・
殷

達

奇
領
事
が
「
日
中
国
交
回
復
四
〇
周

年
の
日
本
側
の
開
幕
式

が
先
日
北
京
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
近
く
東
京

で
中
国
側
の
開
幕
式
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

南
京
事
件
を
否
定
す

る
発
言
は
、
物
議
を
か

も
し
出
し
て
い
ま
す
が
、

困
難
を
の
り
こ
え
て
、

さ
ら
な
る
両
国
各
分
野

の
交
流
と
発
展
が
、
双

方
の
利
益
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
中
国
友
好
協
会
は
厳
し
い
環

境
の
中
、
民
が
官
を
動
か
し
て
友
好

関
係
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
。
日
中

国
交
回
復
四
〇
周
年
の
こ
の
年
に
、

四
〇
年
後
・
１
０
０
年
後
の
日
中
友

好
を
考
え
て
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
ご
参
加
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
、

日
中
友
好
協
会
の
ご
発
展
を
記
念
し

て
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。

つ
づ
い
て
前
田

清

日
本
中
国
友

好
協
会
・
兵
庫
県
連
会
長
が
「
中
国

紙
の
記
者
か
ら
最
近
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
う
け
、
『
日
中
友
好
で
大
切
な
こ

と
は
交
流
運
動
に
干
渉
し

て
は
い
け
な
い
』
と
文
化

大
革
命
の
時
代
を
ふ
り
返
っ

て
強
調
し
た
と
紹
介
、
河

村
名
古
屋
市
長
の
南
京
事

件
に
関
す
る
否
定
的
な
発

言
に
は
、
歴
史
を
後
ろ
へ

向
い
た
列
車
に
乗
っ
て
は

い
け
な
い
、
批
判
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
人
た
ち
を
つ
く
ら
な
い

よ
う
な
運
動
が
大
切
で
す
。
」
と
連

帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

九
六
才
の
山
本
運
生
さ
ん(

富
田
林)

が
元
気
に
乾
杯
の
音
頭
、
六
つ
の
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
た
参
加
者
が
、
中
華

料
理
と
紹
興
酒
な
ど
で
楽
し
く
歓
談

し
ま
し
た
。
二
胡
の
演
奏
や
ヒ
ョ
ウ

タ
ン
笛
の
演
奏
、
中
国
語
で
の
合
唱
、

太
極
拳
の
表

演
、
在
日
中

国
人
を
交
え

て
参
加
グ
ル
ー

プ
の
紹
介
と

ス
ピ
ー
チ
が
続
き
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
空
ク
ジ
無
し
の
景
品
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
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中
国
領
事
を
迎
え
て

日
中
友
好
春
の
つ
ど
い
に
六
〇
名府連通信

十
一
日
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

一
年
、
全
国
各
地
で
鎮
魂
の
祈
り

が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
阪
・
扇
町
公
園
で
は
「
な
く

そ
う
原
発
・
府
民
集
会
」
に
風
船

を
持
っ
た
親
子
連
れ
な
ど
、
八
千

名
を
超
え
る
人
達
が
集
い
ま
し
た
。

「
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
」
の

呼
び
か
け
人
、
宮
本
憲
一
さ
ん
が

「
原
発
安
全
神
話
は
崩
れ
た
、
こ

の
集
会
を
原
発
ゼ
ロ
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
つ
く
る
大
き
な
一
歩

に
」
と
訴
え
ま
し
た
。
福
島
県
南

相
馬
市
・
三
浦
広
志
さ
ん
は
「
三

十
年
間
農
業
を
や
っ
て
き
た
、
時

間
が
か
か
っ
て
も
福
島
を
再
生
さ

せ
た
い
」
と
表
明
し
、
大
き
な
拍

手
が
わ
き
ま
し
た
。

被
災
各
地
の
切
実
な
思
い
は

「
被
災
地
を
忘
れ
な
い
で
、
支
援

の
手
を
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

「
な
く
そ
う
原
発
、
す
す
め
よ
う

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
震
災
復
興
支

援
」
を
決
議
し
、
中
崎
町
ま
で
、

原
発
ゼ
ロ
コ
ー
ル
で
市
民
に
訴
え

な
が
ら
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
・
府
民
集
会
開
く

南
相
馬
の
三
浦
さ
ん
が
連
帯
と
支
援
を
訴
え

中国人との日常会話ができることをめざしています。

会員・学生割引あり、紹介キャンペーン図書券を贈呈

途中入学可（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・４８，０００円 入学金・１８，０００円

二科目受講は９６，０００円を７２，０００円に割引

＊プライベートレッスンも随時受付中です。

４/2から中国語講座開講
① ３月２６日（月）１０：００～１１：３０

② 午後６：３０～８：００

③ ３月３１日（土）１０：００～１１：３０

レッスン会 場：日中友好協会教室

初心者の方を対象にしています。 参加費無料

連絡先：大阪府連06-6372-8131

中国語・無料入門レッスン

扇町公園のなくそう原発３・１１府民集会

殷領事となんば府連教室のみなさん

中国語での合唱

ヒョウタン笛の

演奏・呂さん
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先
日
、
中
国
共
産
党
南
京
市
委

員
会
・
常
務
委
員
・
劉
志
偉
訪
日

代
表
団
が
名
古
屋
市
を
表
敬
訪
問

し
た
際
、
河
村
た
か
し
名
古
屋
市

長
か
ら
非
礼
な
発
言
が
飛
び
出
し

ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は｢

市
長
の
父
親｣

か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
特
異
な

歴
史
観
を
披
露
し
た
と
い
う
も
の

で
す
。
当
時
南
京
で
私
の
父
は

「
市
民
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
」

と
い
う
も
の
で
す
。
１
９
３
７
年

十
二
月
・
首
都
南
京
を
攻
略
し
、

兵
及
び
非
戦
闘
員
の
一
般
市
民
へ

の
略
奪
、
強
姦
や
放
火
な
ど
の
勝

手
気
ま
ま
な
残
虐
行
為
を
続
け
、

そ
の
犠
牲
者
は
三
〇
万
人
前
後
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
ど
う
し
て

暖
か
く
迎
え
て
く
れ
る
の
か
、
当

然
『
父
親
の
罪
深
い
行
為
を
隠
す

た
め
の
つ
く
り
話
と
思
わ
れ
る
』

話
を
純
真
な
（
た
か
し
少
年
）
は

聞
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
外
交
官
や
戦
闘
に
参
加

し
た
軍
内
部
か
ら
も
、
命
令
と
は

言
え
非
人
道
的
な
行
為
に
対
す
る

反
省
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
世
界
的
に
も
、
歴

史
の
一
部
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
事
実
を
、
市
長
就
任
の
〇
九
年

九
月
議
会
で
も
こ
の
よ
う
な
偏
見

に
満
ち
た
発
言
が
有
っ
た
の
で
す
。

そ
の
内
容
と
は
南
京
で
の｢

戦
闘
で

市
民
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
言
う
の

は
誤
解
も
は
な
は
だ
し
い
、
南
京

大
虐
殺
記
念
館
の
展
示
も
こ
の
ま

ま
だ
と
誤
解
さ
れ
る｣

と
あ
た
か
も

自
分
が
当
時
現
場
に
居
合
わ
せ
て

現
実
を
見
て
き
た
か
の
よ
う
に
、

父
親
譲
り
の
嘘
を
平
気
で
語
り
継

ご
う
と
言
う
事
は
、
公
人
と
し
て

許
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

一
個
人
な
ら
と
も
か
く
市
長
と

し
て
の
立
場
を
忘
れ
、
父
親
の
言

質
が
根
底
に
あ
る
と
は
言
え
、
妄

想
を
抱
い
て
の
発
言
は
、
名
古
屋

市
民
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
国
民

に
対
し
て
も
歴
史
的
な
恥
を
さ
ら

す
も
の
で
す
。

１
９
９
５
年
に
日
本
政
府
と
し

て
南
京
大
虐
殺
に
つ
い
て
『
村
山

談
話
』
と
し
て
発
表
さ
れ
、
政
府

の
公
式
見
解
と
し
て
、
今
も
踏
襲

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
（
Ｍ
）

南
京
・
名
古
屋
は
友
好
姉
妹
都
市

「
そ
れ
で
も
南
京
大
虐
殺
は
無
か
っ
た
」

大
阪
府
連
合
会

(

難
波
教
室)

大
阪
府
立
体
育
館
・
他

毎
週
月
曜
日
・
午
後
六
時
半
～

大
阪
府
連
合
会

(

昼
間
教
室)

梅
田
・
日
中
文
化
セ
ン
タ
ー

毎
週
月
曜
日
・
午
後
三
時
二
〇
分
～

大
阪
西
支
部
教
室

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

毎
週
木
曜
日
・
午
後
六
時
半
～

守
口
支
部
主
催
教
室

日
中
友
好
協
会
の
会
員
の
方
は
、

す
べ
て
の
曜
日
に
参
加
で
き
ま
す
。

守
口
市
立
第
一
中
学
体
育
館

毎
週
金
曜
日
午
後
七
時
～

第
一
・
三
・
五
火
曜
日
午
後
六
時
～

守
口
土
居
地
区
体
育
館

第
一
・
三
・
四
・
五
水
曜
日

午
後
一
時
～

守
口
東
部
公
民
館
教
室

毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
～

守
口
太
極
拳
教
室｢

常
設
会
場｣

初
級
か
ら
上
級
ま
で
・
一
回
九
〇
分

守
口
市
金
下
町
二
‐
二
‐
五

東
三
国
太
極
拳
武
術
教
室

毎
週
土
曜
日
・
午
後
二
時
三
〇
分
～

富
田
林
支
部
教
室

富
田
林
市
立
市
民
総
合
体
育
館

水
曜
日
六
時
四
十
五
分
か
ら

（
第
三
水
曜
日
は
休
み
）

《
関
連
教
室
・
府
連
派
遣
教
室
》

堺
支
部
教
室

吹
田
支
部
主
催

吹
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
・

箕
面
・
桜
ヶ
丘
太
極
拳
同
好
会

茨
木
診
療
所
教
室

第
一
・
三
金
曜
・
午
後
一
時
～

富
田
林
中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル

東
淀
川
自
治
会
サ
ー
ク
ル

文
の
里
新
婦
人
、
生
野
区
新
婦
人
、

民
商
婦
人
部
、
高
石
年
金
者
組
合

城
東
区
地
域
サ
ー
ク
ル

な
ど

《
研
修
会
》
・
東
淀
川

西
支
部
会
員
対
象
の
研
修
会

・
毎
週
金
曜
日
・
午
後
六
時
～

関
西
地
区
指
導
員
研
修
会

毎
土
曜
日
・
午
後
五
時
三
〇
分
～

太
極
拳
講
習
会
・
大
阪
各
地
の
会
場
案
内

三
月
十
一
日
尼
崎
市
内
で
、
大

阪
西
支
部
・
三
月
行
事
「
水
餃
子

つ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
一
年
、
全
国
各
地

の
追
悼
行
事
に
あ
わ
せ
、
二
時
四

六
分
に
は
料
理
の
手
を
止
め
、
全

員
で
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
考
え
た
レ

シ
ピ
で
、
料
理
中
に
は
エ
ビ
の
入
っ

た
お
い
し
い
蒸
し
餃
子

を
い
た
だ
き
な
が
の
水

餃
子
作
り
で
し
た
。
抹

茶
を
入
れ
た
緑
色
の
皮

で
、
何
と
も
言
え
な
い

鮮
や
か
な
カ
ラ
ー
餃
子
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
具
の
中
に
入
れ
た

紹
興
酒
は
、
本
場
の
紹
興
市
で
二

週
間
前
に
仕
入
れ
た
も
の
で
し
た
。

当
日
の
ア
イ
ド
ル
は
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
来
た
小
学
生

の
Ｋ
く
ん
、
最
初
は
は

に
か
ん
で
い
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
輪
の
中
に
入

り
、
上
手
な
手
さ
ば
き

で
器
用
さ
を
発
揮
し
、

皆
か
ら
拍
手
を
あ
び
て

い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
緑
色

の
水
餃
子
を
、
熱
い
う
ち
に
食
べ

る
と
格
段
の
お
い
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
今
回
は
太
極
拳
教
室
や
中

国
語
教
室
、
二
胡
の
方
な
ど
二
十

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

春
の
水
餃
子
教
室

鮮
や
か
な
緑
色
の
カ
ラ
ー
餃
子

当
協
会
の
太
極
拳
講
座
の
特
色

は
、
多
く
の
方
々
に
中
国
の
文
化

と
接
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
な
る

べ
く
安
い
受
講
料
を
と
心
が
け
て

各
種
の
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

太
極
拳
講
座
も
そ
の
一
つ
で
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

に
立
派
な
設
備
を
整
え
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な

私
た
ち
の
講
座
が
、
そ
の
設
備
を

補
っ
て
余
り
あ
る
も
の
と
し
て
自

慢
で
き
る
の
が
、
「
協
会
の
講
座

な
ら
」
と
協
力
し
て
下
さ
っ
て
い

る
講
師
陣
で
す
。

十
分
に
経
験
を
積
ん
だ
講
師
陣

が
、
少
人
数
ク
ラ
ス
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
で
、
熱
心
に
指

導
に
あ
た
り
ま
す
。


